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児島湾

百間川河口水門（H26年度完成）

岡山市街地のさらなる安全向上！
さらなる発展！

平成30年7月豪雨では旭川放水路（百間川）への分流により浸水被害を防止
旭川の改修推進と既設ダムの再生により岡山市街地の治水安全度を更に向上
安全・安心が生む人口の増加と地域経済の発展

項 目 想定被害

浸 水 世 帯 約61,600世帯

浸 水 面 積 約4,400ha

被 害 額 約9,040億円

河川整備計画目標規模
（年超過確率1/70程度における被害の軽減）

項 目 想定被害

浸 水 世 帯 約30世帯

浸 水 面 積 約20ha

被 害 額 約4億円

安心・安全が生む
企業の発展・新規誘致により、
地域経済の活性化・
人口増加が促進。

旭川の改修推進と既設ダムの再生

旭川

約1.3m

水位低減イメージ（旭川）

旭川放水路（百間川）の整備効果

百間川

旭川

氾濫箇所
（想定）

岡山城

岡山県庁

JR岡山駅

浸水被害想定
・浸水戸数：約3,300戸
・浸水面積：約180ha

旭川放水路が無い場合の浸水範囲
令和元年6月に旭川放水路が完成するなど、
岡山市街地の治水安全度は着実に向上。

【整備例】 旭川ダム再生

将来の気候変動の影響による降水量に備え、更なる治水安全向上に向け、令和元年6月に
河川整備計画を変更。旭川の改修推進と既設ダムの洪水調節機能の向上を図る。

一の荒手（分流部）

百間川

旭川

分流

分流状況（H30年7月6日）
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（令和元年6月旭川放水路完成後）

整備後に
浸水被害が解消

岡山市街地

整備前 整備後

岡山市の人口・世帯数推移


